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ど
釦
年
に
な
る
。
北
海
道
の
戦
後
開
拓

農
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
の
農
業
高

校
を
卒
業
。
「
実
賊
大
学
」
の
志
に
惹
か

れ
、
１
９
７
２
年
に
推
蛎
枠
で
入
学
し
た
。

最
近
、
卒
業
生
の
松
永
洋
介
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
悔
恨
悟
「
小
さ
な
実
験

大
学
《
芒
を
見
つ
け
た
。
私
た
ち
花
年
度

新
入
生
に
対
す
る
学
長
描
話
は
「
大
学

は
建
物
で
な
く
教
師
で
あ
る
」
。
悔
恨
学

長
は
、
在
学
中
に
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け

た
学
生
の
中
か
ら
、
「
中
途
退
学
者
が

続
々
と
出
て
来
る
こ
と
を
、
実
は
期
待
し

て
い
る
」
と
も
語
っ
た
。
期
せ
ず
し
て
、

私
も
そ
ん
な
道
を
選
ん
で
し
ま
う
…
。

の
ち
に
学
長
も
務
め
た
三
橋
修
さ
ん

（
故
人
）
の
コ
ア
ク
ラ
ス
を
選
び
、
「
開
発

公
害
論
」
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
生
越
忠

さ
ん
（
同
）
の
研
究
室
に
よ
く
出
入
り
℃

人
間
関
係
学
科
で
は
、
公
害
問
題
や
大

学
前
、
糀
神
医
療
、
民
族
差
別
間
迦
な

北
海
道
支
部

f'1 中
途
退
学
者
の
追
憶
と

ワ

今

の

仕

事

の

こ

とど

の

自

、

王

ゼ

ミ

が

次

々

に

生

ま

れ

、

私

光
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
ち
よ
う
一
般
の
授
業
よ
り
力
が
入
っ
た
。

〃
Ｈ
滝
川
康
治

下
川
町
在
住

~~ムニァ
ー~

札幌市

学
費
値
上
げ
反
対
運
動
（
泗
年
）
が

起
き
、
自
主
ゼ
ミ
連
合
の
発
足
に
も
関

与
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
討
論
集
会
が
開
か

れ
、
議
長
を
務
め
た
こ
と
も
。
昔
の
資

料
の
中
に
「
人
間
科
学
論
試
論
」
と
い

う
教
員
会
議
の
文
書
を
見
つ
け
た
。
学

生
・
教
員
と
も
、
真
製
に
議
論
を
交
わ

す
時
代
だ
っ
た
。

巧
年
秋
に
退
学
届
を
出
し
た
が
、
”
ニ

セ
学
生
歓
迎
“
の
校
風
に
甘
え
、
２
年
間

ほ
ど
複
数
の
講
義
に
通
う
。
い
く
つ
か
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
川
崎
な
ど
で
の
公
害

反
対
連
動
に
関
わ
っ
た
。

岨
年
間
で
首
都
圏
の
生
活
に
ピ
リ
オ

』
自主ゼミ「大学論」の合宿

74年8月、胄部セミナーハウス）
レール

レ。、

ド
を
打
っ
て
帰
郷
。
ロ
ー
カ
ル
紙
の
記
者

に
な
り
、
家
業
の
酪
農
を
営
ん
だ
時
期
も

あ
る
。
即
年
代
末
、
恩
師
の
三
桶
さ
ん
が

「
君
の
牧
場
を
兇
た
か
つ
た
」
と
来
訪
。

実
家
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
送
り
、
大
学
構

内
で
栽
培
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
、

「
君
は
Ⅷ
和
光
農
業
大
学
“
の
初
代
学
長
だ

よ
」
と
言
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
。

北
海
道
北
部
の
幌
延
町
で
起
き
た
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ゴ
ミ
）
施

設
の
立
地
を
め
ぐ
る
反
対
連
動
に
参
加

し
、
記
録
書
も
出
版
。
帥
年
か
ら
フ
リ
ー

の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
に
な
り
、
現
在
に
至
る
。

近
年
は
、
道
南
の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で

核
ゴ
ミ
処
分
場
の
選
定
に
向
け
た
堺
前

調
査
が
始
ま
り
、
関
連
取
材
は
続
く
。
~

~
「
農
と
食
」
も
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

よ
う
や
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
動
物
棉
祉
）

の
市
民
識
座
も
継
続
中
だ
。
”
和
光
農
業

大
学
“
の
学
長
ら
し
い
生
き
方
か
：
．
（
笑
）
。

※
拙
文
の
一
端
は
Ｈ
Ｐ
「
滝
川
殿
治
の

｜
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労

欝
ご
刺
､

~当時）に篠原孝晨林水産副大臣

ｲンタビュー（2011年1月）

見
聞
録
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

》

出

叩

き
言
も
ぬ
く
、
計
四
六
昌
云
画
一
ご
印
‐
の
め
い
“
］
・
の
○
弐
口
、

滝

川

康

冶

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル
（

伽

田

畑

博

）

山
あ
い
の
山
村
で
暮
ら
し
、
北
海
道
を
舞

台
に
取
材
活
動
を
続
け
る
一
方
、
核
の
ゴ

ミ
や
動
物
棡
祉
を
め
ぐ
る
市
民
活
動
に
も

参
加
し
て
い
る
。

哩

冊

叩

著
聿
弓
「
核
に
揺
れ
る
北
の
大
地
』

『
狂
牛
病
を
追
う
』
ほ
か


